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　§1．はしがき　世界の64ケ国が参加して行なわれ

たIGYはその規模において空前のものであり，天文，地球

物理の全分野にわたって14項目の同時観測が実施され

おびただしい資料が得られた・その結果の整理は半ばに

も達していないが，それぞれの分野における知識の増大

ないし変革は著しいものがある・宇宙線部門においても

世界的に規格の統一された装置による地表面での観測と

関連する天文ないし地球物理の分野における観測とから

IGYならではの成果が得られているが，地球外空間にお

ける諸種の観測が大規模に行なわれたため，さらに数々

の成果が追加されつつある・たとえば，（1）高々度気球

による地上30～40kmの高度における数時間～20時間

の観測・太陽面にフレアが発生すると，太陽電波の異状

が起こり，オーロラが発生し，電離層や地磁気の擾乱が起

こるが，そういう際にX線やγ線が急激に発生すること

が上記の観測によって発見され，太陽面に発生したフレ

アに伴って放出された粒子流についての知識が次第に明

らかにされてきた・　（2）人工衛星ならびに超高層ロケ

ットによって地上100kmないし地球半径の数倍に至る

広範囲の探索が実施された結果“Van　A　11en　belt”また

は“radiation　belt”と呼1まれる荷電粒子群からなるドーナ

ツ状の帯が地球をとりまいていることが発見された・こ

れらの荷電粒子は相当なエネルギをもち，地球磁場に捕

捉されているもので，高度2，200～5，500kmにわたる

ものと，13，000～19，000kmにわたるものとの2群があ

り，それぞれinner　beltおよびouter　beltと呼ばれて

いる・特に前者の位置は大きな太陽活動・地磁気活動に

伴って少しずれることがあり，かつその下縁から荷電

粒子がさらに低い高度へ流れこむため，そのあたりの高

速荷電粒子の密度が変動することも知られている・これ

らの粒子がどのような機構で生成されるかについては，

まだ解明されていないが，このあたりの空間が磁気的に

荒れていない日をえらんで経度・緯度による宇宙線強度

の分布状態を研究することも現在進行中である・

　従来太陽と地球との問は物質がない，いわゆる真空状

態と考えられていたが，今日ではかなりのエネルギをも

った粒子が予想以上多数に存在し，かつ電場・磁場が複

雑な形で存在するということが判ってきて，太陽と地球

との関連はいっそう密接さを加えてぎたということがで

きよう・いわば太陽が地球の近くまでのびてきたような

ものである・今後IGYに得られた資料を用いてどのよ

うな新しい現象が見出されるか，きわめて興味ある問題

である．

　ところでわれわれが日本においてロケットによって宇

宙線を観測する狙いは，主として50～100km辺の定常

的な宇宙線強度を測定し，それが経度・緯度によってど

のように変化するかの一つの資料を得ることにあるが，

われわれの用いた観測装置は精度，確度の面でやや不十

分な点もあるから，測定結果の寄与するところは上記の

ような際だった結果には及ばないのは致し方のないとこ

ろであるが，一応妥当と思われる結果を得ることがでぎ

たので報告する・

　§2・装置　大綱は前回の報告（生産研究，10，10，

昭和33年10月，p・330－332）に記したものと変らず，

ほぼ全方向に等しい感度をもつガイガー計数管によっ

て，宇宙線の高度による強度変化および高々度における

強度の絶対値を測定しようというものである．

　（1）計数管　壁の厚さ0・3mmの真鍮製で有効直

径25mm，有効長27　mmの円筒形であって，前回のも

のに比し，有効長が僅かに増したこと以外は同じであ

る．この計数管の地上における計数は平均して毎分30

であった．

　（2）回路　計数管に与える高圧電源部は前回と同一一一

形式のものであるが，チヨークの改良によって信頼度の

高いものになった・計数回路，パルス整形伸長回路は前

回とやや異なり，特に後者はパルス巾の調整が容易な

one　shot　multivibratorを用いて巾10　m　sec・立上り時

間0・9msec・のパルスを作り分圧器およびダイオード

クランプを通してテレメータ装置へ送り出すようにし

た・これらの回路図を第1図に示す・

　（3）気密の保持　高空における高電圧のコロナ放電

防止のためと，装置の点検，修理を簡単にすることを考

慮に入れ，簡単に取外しのできるような構造とし，かつ

0一リングを用いて気密を保つことにしたが，これは所

期の成績をおさめることができた・

　（4）計数管の温度効果を少なくするため封入ガスと

してアルゴンと蟻酸エチルの混合物を用いたが満足すべ

き結果ではなかったので，ロケット尖端部の加熱から計

数管部を熱絶縁するためにポリウレタンのスポンジ（モ

ルトプレン）を用いてノーズコt－一’ンと計数管との空間を

うずめた・結果は次節に記す通り，何とか目的を達した

ようである．

　装置の外観および内部を写真1，2に示す・

　§3．観測およびその結果　今回は宇宙線と同時にピ

ラニ真空計による気圧の測定が行なわれたのでロケット

はカッパ6型一CP－1，2という名称がつけられた．　CP－1．
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　白丸はCP－2の上昇中の測定値．黒丸はCP－2の下降中の測定値・

　X印はCP－1の上昇中の測定値，

　　　第3図　計数率の高度に対する変化状態

と必ずしも合わない・この図においても誤差は標準偏差

を示す・図中白丸はロケットが上昇中，黒丸は下降中の

測定値を示す・×印はCP－1の測牢値を示す・

　図から明らかなように30km以下でCP－2の上昇，

下降の際の値が同一高度についても著しく異なるがこれ

は11月30日朝の冷込みがひどく，計数管の温度が下

がって始動点が低くなり，特性平担部を外れかけていた

ために，最初計数が多く上昇するに伴い空力加熱により

尖端部が高温になるに従って，モルトプレンの絶縁を通

して徐々に温まり適当な動作温度　（10°～60°C）にお

さまったものというように解釈している・このことは下

降時の測定値がCP－1の上昇時のものとほぼ合っている

ことからも推察される・したがって温度の上昇は極端に

は大きくなく，極めて幸運な上昇の仕方であったという
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　　　　　　　　　　　ことになり，モルトプレンの効果

　　　　　　　　　　　も一応あったものと考えられる．

　　　　　　　　　　　　計数管の不良化あるいは外部か

　　　　　　　　　　　らの妨害などで偽のパルスが混入

　　　　　　　　　　　しているかどうかをみるために，

　　　　　　　　　　　パルス相互間の時間間隔の分布を

　　　　　　　　　　　48km以上の計数率が比較的変化

　　　　　　　　　　　しない時期について調べてみたと

　　　　　　　　　　　ころ正常と思われる結果をえた．

　　　　　　　　　　　　計数管の有効寸法から48～48．5

　　　　　　　　　　　kmでの絶対強度を算出すると，

　　　　　　　　　　　計数能率∈－1・0（宇宙線に対し

　　　　　　　　　　　て），計数管の幾何学的因子G＝4

　　　　　　　　　　　8・7，計数率Nニ6～6・5／secとして

　　　　　　　　　　　N＝∈G∫から，宇宙線の方向分布

　　　　　　　　　　　を等方性であるとした時の一方向
180　　　　200　　　　220　　　　240

　　　　　　　　　　　強度」としては，了＝0．12～0．1

　　　　　　　　　　cm－2・sec－1・steradian－1という値

がでる・これは1954年頃のアメリカゾーンでの結果

　（地磁気緯度0°，41°および高緯度地方における一連の

　ロクーン飛しょうによって得られた値から，道川におけ

　る地磁気緯度29・5°に対する値を内挿で求めて比較す

　る）と矛盾はしないがやや大きめである・宇宙線強度は

太陽活動度と密接に関連するので，太陽活動が盛んであ

　った今回のIGY期間中の宇宙線強度については同期間

　中に得られたロケットないしバルーンでの測定値を用い

　て詳細に検討することが必要である．

　　§4今後の改良点　（1）計数管の温度その他の環境に

対する抵抗力をさらに拡大すること・かつやや大型の計

数管を用いて統計精度を上げることが必要である．ハロ

ゲン計数管が適当であろう・　（2）大型の計数管を用い

　ると計数が増加するので，計数回路を2～5段に増さね

ばならない．（3）装置相互間の較正をもっと精密にやる

必要がある・（4）熱絶縁の問題をモデル実験で検討する．

　これは現在小さい模型および実寸法で計画中である・（5）

＃記（2）のためには装置をトランジスタ化する必要が起こ

　るかも知れないが，（4）とからんでやや面倒な点もある．

等々が考えられる・次の機会にいっそう信頼できる測定

を得るため各方面のご協力をお願いする次第である．

　　§5むすび　ロケットの到達高度の上昇にともなっ

て電離層上部およびさらに高い所（“Exosphere”）に存

在する，またはここに流れこむ高エネルギ粒子の低緯度

における分布状態，あるいは一次宇宙線重粒子の強度お

　よびエネルギスペクトラムの測定などの新らしい実験の

踏台として，きわめて初歩的な段階の実験を行なうこと

ができたが，さらに種々の検討すべき問題を解決して新

　しい観測へ進みたいと念願している．

　　終りに，IGY期間中に観測を実施することを可能にさ

れた日本ロケット関係者各位に深甚の謝意を表する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1959．　5．　14）
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